
 
令和 5 年 2 月 24 日 

愛 媛 大 学 
 

愛媛大学 SDGs シンポジウム 2023 
愛媛から持続可能な未来を！ 

～脱炭素化を「見える化」することで実現する～ 

つきましては、地域へ広く周知いただきますとともに、取材くださいますようお願いいたします。 

記 

 
 

開 催 日 時：令和 5 年 3 月 14 日（火）14:00～16:30  

開 催 方 法：実地開催及びオンライン（Zoom）によるハイブリッド開催 

実地開催会場：愛媛大学 E
イー

.U
ユー

. Regional
リ ー ジ ョ ナ ル

 Commons
コ モ ン ズ

（ひめテラス）１F（松山市文京町 3 番） 

定 員：実地会場 20 人、オンライン 200 人 

       ※愛媛大学関係者以外の方は、オンラインによりご参加ください。  

プ ロ グ ラ ム：別紙をご覧ください。 

参 加 費：無料（事前申込） 

参 加 申 込：右の QR コードまたは下記 URL を通じてお申し込みください。 

      URL：https://forms.office.com/r/L6cKASkAGB 

※申込締め切り 令和５年３月 7 日（火） 

主 催：愛媛大学 SDGs 推進室 

後 援：愛媛県、松山市 

   

 

 

 

 

 

※送付資料 3 枚（本紙を含む） 

2020 年に政府が、「2050 年までに温室効果ガス排出をゼロにする」ことを目標に掲げてか

ら、SDGs、地球温暖化、カーボンニュートラル、再生可能エネルギー、などの言葉を目にする

ことが多くなりました。 

カーボンニュートラルの実現に向け、本シンポジウムでは、産官学民が連携した多様なパート

ナーシップのもと、基調講演やパネルディスカッションを通して、地域のカーボンニュートラル

について共に考え、ともに学び、2050 年の愛媛を一緒に考えます。 

PRESS RELEASE 

 

本件に関する問い合わせ先 

国立大学法人愛媛大学 SDGs 推進室 
E-mail: sdgsjimu@stu.ehime-u.ac.jp 

 

https://forms.office.com/r/L6cKASkAGB


パネリスト

入舩　　理氏（愛媛県県民環境部環境局長）

伊藤 智祥 氏（松山市総合政策部企画戦略課SDGs推進担当課長）
内藤 昌典 氏（愛媛県中小企業家同友会、（有）内藤興業社長）

野村 信福 氏（愛媛大学・学長特別補佐（社会連携担当））

アドバイザー
石井 一英 氏（北海道大学大学院工学研究院・教授）

コーディネーター
佐藤 哲 氏（愛媛大学SDGs推進室・副室長）

パネルディスカッション

愛媛大学SDGsシンポジウム2023

主催／愛媛大学SDGs推進室 後援／愛媛県、松山市

お問い合わせ／e-mail: sdgsjimu@stu.ehime-u.ac.jp

『私たち市民一人一人にできること・・・
2030年までに脱炭素Readyになることを目指して』

2020年に政府が、「2050年までに温室効果ガス排出をゼロ

にする」ことを目標に掲げてから、SDGs、地球温暖化、カー
ボンニュートラル、再生可能エネルギー、などの言葉を目に

することが多くなりました。
本シンポジウムでは、カーボンニュートラルの実現に向け、

産官学民が連携し，地域のカーボンニュートラルについて、

多様なパートナーシップのもと達成すべく、基調講演やパネ
ルディスカッションを通して共に考え、ともに学び、2050年の

愛媛を一緒に考えます。

2023年3.14火
時間

場所

14:00～16:30
愛媛大学 E.U. Regional Commons
「ひめテラス」 １F（松山市文京町 3番）

+ オンライン (Zoom）

愛媛大学SDGs推進室 主催

愛媛から
持続可能な未来を！
脱炭素化を「見える化」する
ことで実現する

無料
参加費

『地域の脱炭素化を牽引する存在として
大学が果たすべき役割と活動について』

基調
講演

• 北海道大学ロバスト農林水産工学国際連
携研究教育拠点・代表

• 共創の場「地域エネルギーによるカーボン
ニュートラルな食料生産コミュニティの形
成拠点」（育成型）・プロジェクトリーダー

石井 一英 教授

北海道大学大学院

工学研究院環境工学部門
循環共生システム研究室

右記QRコード、または、下記参加申込フォームURL

により、3月7日までに申し込みください。
URL：https://forms.office.com/r/L6cKASkAGB 

※オンライン参加の方には，申し込み受付後にメールにて参加い

ただくためのzoomリンクをお知らせします。



愛媛⼤学SDGsシンポジウム2023

愛媛から持続可能な未来を︕
〜脱炭素化を「⾒える化」することで実現する〜

2020年に政府が、「2050年までに温室効果ガス排出をゼロにする」ことを⽬標に掲げてから、SDGs、地球温
暖化、カーボンニュートラル、再⽣可能エネルギー、などの⾔葉を⽬にすることが多くなりました。
本シンポジウムでは、カーボンニュートラルの実現に向け、産官学⺠が連携し，地域のカーボンニュートラルについ
て、多様なパートナーシップのもと達成すべく、基調講演やパネルディスカッションを通して共に考え、ともに学び、
2050年の愛媛を⼀緒に考えます。

１．開催⽇時︓令和５年３⽉１４⽇（⽕）14:00〜16:30
２．開催⽅法︓実地開催とオンラインのハイブリッド⽅式

実地開催会場︓愛媛⼤学 E.U.Regional Commons「ひめテラス」１F

３．プログラム（司会進⾏︓前⽥ 眞 愛媛⼤学SDGs推進室・副室⻑）

14:00 開会挨拶 仁科 弘重 （愛媛⼤学⻑）
14:05 『SDGs推進室から⾒たカーボンニュートラル』

⻄村 勝志 （愛媛⼤学SDGs推進室⻑）
14:15 基調講演 ⽯井 ⼀英⽒（北海道⼤学⼤学院⼯学研究院・教授）

『私たち市⺠⼀⼈⼀⼈にできること・・・
2030年までに脱炭素Readyになることを⽬指して』

15:10 パネルディスカッション
『地域の脱炭素化を牽引する存在として⼤学が果たすべき役割と活動について』
パネリスト

入舩  理 ⽒（愛媛県県民環境部環境局長）
伊藤 智祥⽒（松⼭市総合政策部企画戦略課SDGs推進担当課⻑）
内藤 昌典⽒（愛媛県中⼩企業家同友会、（有）内藤興業社⻑）
野村 信福 （愛媛⼤学学⻑特別補佐（社会連携担当））
アドバイザー
⽯井 ⼀英⽒（北海道⼤学⼤学院⼯学研究院・教授）
コーディネーター
佐藤 哲 （愛媛⼤学SDGs推進室・副室⻑）

16:25 閉会挨拶 ⼩林 修（愛媛⼤学SDGs推進室・副室⻑）

【申込⽅法等】 会場参加は事前申し込み不要、オンライン参加は事前登録が必要です。
【登録締切】 3⽉7⽇（⽕）16時
※定員は、会場20名，オンライン200名としております。
※会場の定員の関係で、オンラインでの参加に変更いただく可能性がありますので、ご了承願います。
※オンライン参加希望の⽅は、右記QRコード、または、参加申込フォーム
（URL︓https://forms.office.com/r/L6cKASkAGB）
によりお申し込みください。
※オンライン参加の⽅には，メールにて参加URLをお知らせします。

【お問い合わせ先】SDGs推進室 E-mail:sdgsjimu@stu.ehime-u.ac.jp

https://forms.office.com/r/L6cKASkAGB



